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第1章　
�奥多摩・三

頭山のブナ
沢における

�

地質・地形
と森林の立

地

研究のきっ
かけ

私は大学院
時代からず

っと高山帯
で地質と植

生分布の関
わりを研究

してき

たが、調査
を進めるう

ちに、高山
帯より低く

、森林に覆
われた山地

帯では地

質の影響は
どのように

表れるのだ
ろうかとい

うことが疑
問になって

きた。秩

父の山のよ
うな低い山

を歩いてい
ても石灰岩

地やチャー
トがあると

、そこだ

け突出した
り、植物が

乏しかった
りするため

、その存在
を知ること

ができる。

蛇紋岩地に
ついても同

様なことが
いえる。し

かしながら
ただ山地帯

の山に

ついては、
それまで詳

しい調査を
した体験が

ないため勝
手がわから

ない。そ

こで当時
共同で調

査を行う
ことの多

かった鈴
木由告氏

に相談し
たところ

、

ちょうど今
、奥多摩の

三頭山で河
畔林の調査

を始めたと
ころなので

、そこが

いいかもし
れないと、

三頭山を紹
介してくだ

さった。そ
こで清水長

正氏や学

生諸君を交
え、どんな

テーマが成
立するかを

、2，3日一
緒に歩いて

検討した。

その結果、
地質によっ

て斜面の険
しさが異な

り、土壌や
その上に載

る森林の

タイプが違
うというこ

とが予察的
に確かめら

れたので、
いくつかの

テーマを

設定し、並
行して調査

を始めた。
しかし残念

なことに、
調査を始め

ていくら

もたたない
うちに鈴木

由告氏は病
を得て入院

され、彼が
中心になっ

て進めて

きた河畔林
の調査は、

私のゼミの
女子学生が

テーマをい
ただいて進

めること

になった。

1．ブナ沢
の地形・地

質、斜面形
と樹木の分

布

三頭山は東
京の奥多摩

湖の南に位
置する標高

1,528 m
の山である

。この山

では標高
1,120 m

ほどにある
三頭の大滝

が遷急点に
なっていて

、滝より上
流

側は滝の下
方に比べて

相対的にな
だらかな山

地を形成し
ている。大

滝より上

流側の地質
は、中生代

白亜紀の小
仏層群に属

する砂岩・
硬砂岩と、

それに貫

入した石英
閃緑岩から

なるが、主
要な沢であ

る三頭沢に
おいても支

流のブナ

沢において
も、両者の

間にははっ
きりとした

地形や土壌
の違いがあ

り、そこ
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2．植生分布と地形分類

現地調査と空中写真の判読により、最初に植生図（図 1–4）と地形分類図
（図 1–5）を作成した。植生図は高山帯の極相植生にあたるハイマツ群落と、
それ以外の群落に分けて示した。
冬場は広い鞍部を西からの強風が吹き抜けるため、植生図の左側一帯は風

衝植物群落が優勢で、それを囲むようにハイマツが分布する。ただし強風地
でも斜面上の岩塊の背後など、ちょっとした凸部の背後に丈の低いハイマツ
が点々と現れる。その東には登山者による人為的な植被の破壊地が広がる。
残念なことだが、昔の登山者が野放図な歩き方をしたため、広い面積にわ
たって植被が破壊されてしまった。
これに続く部分は、強風地から吹き払われてきた雪が堆積する場所にあた

図1–6　階段状構造土

図1–7　木曽駒ヶ岳の階状土の断面

豊富な図表！

自然の見方が
分かる解説

約 30カ所の
調査事例


